
　

板
橋
稲
門
会
は
１
９
８
６
年
に
創
立
さ
れ
今
年
30
周
年
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
２
０
１
６
年
５
月
15
日
（
日
）
12
時
よ

り
「
２
０
１
６
年
度
定
時
総
会
」
に
引
き
続
き
「
創
立
30
周

年
記
念
祝
賀
会
」
を
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
「
富
士
の
間
」

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
会
員
と
同
伴
者
で

66
名
、
来
賓
の
方
な
ど
14
名
の
総
員
80
名
と
大
勢
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
定
時
総
会　

12
時
〜
12
時
15
分
】

　

司
会
は
藤
田
治
幹
事
長
。
鷹
觜
愼
吾
会
長
挨
拶
の
後
、
議

事
に
入
り
、
事
業
報
告
と
事
業
計
画（
藤
田
幹
事
長
）、
会
計

報
告（
田
上
敏
明
会
計
幹
事
）、
監
査
報
告（
中
村
恵
一
郎
監

査
幹
事
）、
予
算
案（
恩
田
通
夫
会
計
幹
事
）の
説
明
が
あ
り
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

【
30
周
年
記
念
祝
賀
会　

12
時
15
分
〜
15
時
】

　

司
会
は
田
中
康
智
副
会
長
。
鷹
觜
愼
吾
会
長
よ
り
30
周
年

を
迎
え
て
の
ご
挨
拶
。
設
立
の
経
緯
、
30
年
の
歩
み
、
現
在

抱
え
て
い
る
課
題
、
今
後
の
更
な
る
発
展
に
向
け
た
展
開
に

つ
い
て
、
力
強
い
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
30
周
年
記
念
特
別
講
演
。

「
江
戸
城
再
建
の
夢
」と
い
う
演
題
で
、

太
田
道
灌
公
第
十
八
代
目
子
孫
の
太

田
資
暁
講
師
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

映
像
を
見
な
が
ら
建
立
し
た
経
緯
、
そ
の
後
の
変
遷
、
天
守

閣
再
建
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
、
大
変
興
味
深
い
そ
し
て
有

意
義
な
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
来
賓
13
名
の
方
の
ご
紹
介
に
続
き
、
早
稲
田
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太田資暁 講師

1

鈴庄一喜 氏

▲
板
橋
稲
門
の
集
い（
平
成
28
年
度
総
会
＆
創
立
30
周
年
記
念
祝
賀
会
）ご
報
告
▼

ホームページ、フェイスブックは「板橋稲門会」で検索を！

北野寧彦 氏

下村今日子 氏

大
学
常
任
理
事
鈴
庄
一
喜
様
か
ら

来
賓
祝
辞
、早
稲
田
大
学
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
北
野
寧
彦
様
か
ら
来

賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
ま
た
自
民

党
総
裁
特
別
補
佐 

下
村
博
文
衆
議

院
議
員
代
理
の
下
村
今
日
子
夫
人

か
ら
も
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鎌
田
総
長
か
ら
い
た
だ

い
た
祝
電
の
披
露
が
あ
り
、
続
い

て
30
周
年
記
念
寄
付
金
目
録
を
鷹

觜
会
長
か
ら
早
稲
田
大
学
鈴
庄
常
任
理
事
に
贈
呈
、
23
区
支

部
の
堀
内
英
男
支
部
長
の
ご
発
声
で

乾
杯
の
後
、
正
餐
ス
タ
イ
ル
の
食
事

と
な
り
、
和
や
か
な
懇
談
、
懇
親
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
歓
談
い
た
だ
い
た
後
、

田
中
副
会
長
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

映
像
に
よ
る
歴
代
会
長
の
ご
紹
介
と

30
年
の
歩
み
の
映
像
が
あ
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。

当
会
会
員
の
山
田
壮
晃
さ
ん
が
率
い

る
バ
ン
ド
演
奏
は
、
皆
様
が
良
く
ご

存
じ
の
曲
目
ば
か
り
で
、
山
田
壮
晃

さ
ん
の
サ
ッ
ク
ス
伴
奏
で
歌
わ
れ
た

奥
様
も
魅
力
的
で
し
た
。

14
時
45
分　

恒
例
の
校
歌
斉
唱
は
、
早
稲
田
大
学
応
援
部
OB

の
川
岸
建
太
さ
ん
の
若
さ
溢
れ
た
迫
力
あ
る
リ
ー
ド
で
盛
り

上
が
り
、
閉
会
の
辞
は
、
前
会
長
の
渡
邉
直
幸
名
誉
顧
問
に

締
め
て
い
た
だ
き
、
最
後
に
参
加
者
全
員
80
名
で
記
念
撮
影

い
た
し
ま
し
た
。

記
藤田　治
（44年 理工）

〔
ご
来
賓
〕

早
大
・
鈴
庄
一
喜
常
任
理
事

早
大
・
北
野
寧
彦
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

東
京
都
23
区
支
部
・
堀
内
支
部
長

品
川
稲
門
会
・
塚
田
成
四
郎
会
長

中
野
稲
門
会
・
横
沢
国
夫
会
長

北
稲
門
会
・
北
雷
次
会
長

豊
島
稲
門
会
・
石
川
宜
司
会
長

新
宿
稲
門
会
・
小
林
泰
子
会
長

文
京
稲
門
会
・
清
原
保
会
長

千
代
田
稲
門
会
・
五
島
一
雄
会
長

千
代
田
稲
門
会
・
小
林
勝
義
副
会
長

千
代
田
稲
門
会
・
渡
邊
敦
子
幹
事
長

練
馬
稲
門
会
・
松
本
誠
副
会
長

記念写真



榎
本
武
揚
が
開
い
た
牧
場
で
す
。
次
は
、「
徽
章
業
発
祥
の
地
」
の

碑
で
す
。
東
京
大
神
宮
入
口
の
角
に
建
っ
て
い
ま
す
。
鈴
木
梅
吉
が

こ
の
地
に
日
本
帝
国
徽
章
商
会
を
創
っ
た
こ
と
で
、
現
在
の
徽
章
業

の
方
々
の
大
多
数
は
こ
の
商
会
の
流
れ
を
く
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
次
は
「
新
徴
組
屯
所
跡
」
で
す
。
こ
こ
の
武
家
屋
敷
を
屯

所
と
す
る
浪
士
組
「
新
徴
組
」
が
幕
末
の
警
備
に
当
た
り
、「
新
徴
組
」

は
京
の
警
護
の
た
め
に
上
洛
、
京
に
残
っ
た
一
派
が
「
新
選
組
」
と

な
っ
た
と
い
う
歴
史
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

次
は
、「
甲
武
鉄
道
飯
田
町
駅
跡
」
で
す
。
明
治
22
年
に
新
宿
〜

八
王
子
間
に
甲
武
鉄
道
が
開
業
し
、
同
28
年
に
は
市
街
線
と
し
て
延

長
さ
れ
、
飯
田
町
駅
が
開
業
し
現
在
の
中
央
線
の
始
発
駅
と
な
り
ま

し
た
。
次
が
「
日
本
赤
十
字
社
跡
」
で
す
。
西
南
の
役
の
と
き
佐
野

常
民
は
傷
兵
の
救
護
活
動
の
た
め
に
博
愛
社
を
結
成
、
病
院
を
建
て
、

国
際
赤
十
字
条
約
に
加
入
し
、
日
本
赤
十
字
社
と
名
を
改
め
、
大
正

元
年
に
芝
へ
移
る
ま
で
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
15
年
に
明
治
政
府
は
飯
田
町
５
丁
目
に
国
学
を
研
究
す
る

「
皇
典
講
究
所
」
を
設
け
、
明
治
22
年
に
こ
の
講
究
所
内
に
「
日
本

法
律
学
校
」
が
創
設
さ
れ
、23
年
に
は
神
職
の
養
成
を
行
う
た
め
「
國

學
院
」
を
開
校
し
た
。
こ
れ
が
日
本
大
学
・
國
學
院
大
學
と
な
り
、

ま
た「
皇
典
講
究
所
」内
に
東
京
府
尋
常
中
学（
現
都
立
日
比
谷
高
校
）

の
補
充
中
学
校
の
名
称
で
創
設
さ
れ
た
の
が
、
後
に
東
京
府
立
四
中

↓
現
都
立
戸
山
高
校
と
な
り
ま
す
。
そ
の
「
皇
典
講
究
所
」
跡
地
に
、

「
國
學
院
大
學
開
校
の
地
」「
日
本
大
学
開
校
の
地
」「
東
京
府
立
第

四
中
学
発
祥
の
地
」
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
JR
飯
田
橋

駅
近
く
に
「
東
京
農
業
大
学
開
校
の
地
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
飯

田
橋
散
歩
路
（
サ
ン
ポ
ー
ロ
）」
は
実
に
中
身
の
濃
い
散
策
と
な
り

ま
し
た
。

　

飯
田
橋
駅
か
ら
は
中
央
線
沿
い
に
歩
き
、「
湯
島
聖
堂
」
に
行
き

ま
し
た
。
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
が
儒
学
の
振
興
を
図
る
た
め
、
元
禄

３
年
に
湯
島
の
地
に
聖
堂
を
創
建
し
て
上
野
忍
岡
の
林
家
私
邸
に

あ
っ
た
廟
殿
と
林
家
の
家
塾
を
こ
こ
に
移
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在

の
湯
島
聖
堂
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
世
に
名
高
い
「
昌
平
坂
学

問
所（
通
称『
昌
平
校
』）」を
開
設
。
同
年
わ
が
国
最
初
の
博
物
館（
現

在
の
東
京
国
立
博
物
館
）
が
置
か
れ
、
翌
５
年
に
は
東
京
師
範
学
校
、

７
年
に
は
東
京
女
子
師
範
学
校
が
設
置
さ
れ
、
両
校
は
そ
れ
ぞ
れ
高

等
師
範
学
校
に
昇
格
し
た
の
ち
、
現
在
の
筑
波
大
学
、
お
茶
の
水
女

子
大
学
へ
と
発
展
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
湯
島
聖
堂
は
「
近
代
教

育
発
祥
の
地
」
と
し
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ゴ
ー
ル
は
神
田
明
神
で
す
。
１
３
０
０
年
の
歴
史
あ
る
神

田
明
神
は
「
江
戸
総
鎮
守
」
と
し
て
徳
川
将
軍
様
か
ら
江
戸
庶
民
ま

で
の
守
り
神
で
、
今
尚
、
神
田
・
日
本
橋
・
秋
葉
原
・
大
手
町
・
丸

の
内
な
ど
の
総
氏
神
様
と
し
て
江
戸
文
化
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
は
、
鳥
井
幹
事
の
顔
が
利
く
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
内
の
滝

が
流
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
オ
ー
ロ
ラ
」
の
個
室
で
美
味
し
い
中
華
料

▼
板
橋
稲
門
会
ゴ
ル
フ
▲

★
第
36
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

平
成
28
年
10
月
20
日（
木
）武
蔵
の
杜
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

優
勝
・
古
谷
和
正
氏 

（
50
年 

理
工
）

　

直
近
ま
で
は
調
子
が
悪
く
、

と
て
も
優
勝
な
ど
出
来
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

前
半
比
較
的
調
子
よ
く
46
で
回

れ
、
こ
の
調
子
で
い
け
ば
優
勝

が
狙
え
る
か
と
思
い
何
と
か
頑

張
り
後
半
も
45
で
回
れ
優
勝
で

き
ま
し
た
。

　

最
近
は
飛
距
離
も
落
ち
、
ア

プ
ロ
ー
チ
と
パ
ッ
ト
が
ス
コ
ア

メ
イ
ク
の
要
で
す
。
特
に
パ
ッ

ト
が
決
ま
ら
な
い
と
ゴ
ル
フ
全

体
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ラ

イ
ン
を
読
み
切
れ
る
か
が
勝
負
の
分
か
れ
目
に
な
り
、
当
日
の
朝
は

パ
ッ
ト
だ
け
は
慎
重
に
練
習
し
ま
す
。

　

兎
に
角
、
準
優
勝
の
山
田
さ
ん
、
３
位
の
潮
さ
ん
と
我
が
チ
ー
ム

が
上
位
を
占
め
、
お
互
い
に
プ
レ
ー
に
良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
回
も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
第
23
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
▲

平
成
29
年
１
月
７
日（
土
） 

新
春 

板
橋
七
福
神
巡
り

一
年
の
多
幸
を
祈
り 

七
福
神

　

今
年
初
の
イ
ベ
ン
ト
、
風
も
な
く
穏
や

か
な
陽
光
の
も
と
、
新
春 

板
橋
七
福
神
巡

り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

板
橋
七
福
神
は
、
熊
野
神
社
前
に
住
み
彫

金
と
呼
ば
れ
て
い
た
彫
刻
師
・
田
中
金
太

郎
さ
ん
が
製
作
し
、
昭
和
12
年
頃
各
寺
に

寄
進
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
、
高
さ
25
セ
ン
チ
程
度
、
白
木
造

り
の
素
朴
な
感
じ
の
す
る
福
の
神
で
す
。

毎
年
１
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
各
寺
院
で
開
帳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
名
の
参
加
者
は
９
時
半
に
小
竹
向
原
駅
前
を
出
発
、
今
は
練

馬
区
と
な
っ
て
い
る
能
満
寺
の
寿
老
人
か
ら
お
詣
り
で
す
。
４
つ
目

の
安
養
院
・
弁
財
天
で
は
記
念
撮
影
の
ほ
か
、
築
山
に
立
つ
弘
法
大

師
の
周
り
に
配
さ
れ
た
四
国
八
十
八
ヵ
所
札
所
の
ミ
ニ
巡
り
を
楽
し

2

み
、
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
昼
食
懇
親
会
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
オ
オ

タ
ニ
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

英
気
を
快
復
し
て
続
行
、
西
光
院
・
大
黒
天
か
ら
観
明
寺
・
恵
比

寿
へ
向
か
う
途
中
、
板
橋
の
い
っ
ぴ
ん
で
人
気
の
中
野
製
菓
工
場
直

売
に
寄
り
道
、
全
員
に
１
袋
ず
つ
お
土
産
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
つ

つ
歩
を
進
め
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
は
仲
宿
商
店
街
の
文
殊
院
・
毘
沙
門
天
、
７
つ
の
福
を
い

た
だ
い
た
七
福
神
巡
り
で
し
た
。
最
後
に
鷹
觜
会
長
に
労
い
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
笑
顔
で
再
会
を
約
し
て
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
ご
参

加
の
皆
さ
ま
、
お
疲
れ
さ
ま
&
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
第
24
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
▲

平
成
29
年
３
月
25
日（
土
）　

大
手
町
〜
神
田
明
神

歴
史
探
訪
、健
康
、親
睦
を
堪
能

　

桜
は
ま
だ
ま
だ
三
分
咲
に
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
暖
か

い
日
和
の
中
、
第
24
回
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
会
」
に
10
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

午
前
10
時
に
大
手
町
の
ビ
ル
の
谷
間
に
あ
る
「
平
将
門
首
塚
」
に

集
合
し
ま
し
た
。
平
将
門
は
武
士
の
先
駆
け
と
し
て
、
弱
気
を
助
け

強
き
を
く
じ
く
性
格
で
民
衆
よ
り
厚
い
信
望
を
受
け
た
人
物
。
下
総

国
で
兵
を
起
こ
し
坂
東
八
か
国
を
平
定
し
た
が
、
天
慶
の
乱
で
憤
死
。

将
門
の
首
級
は
京
都
に
送
ら
れ
た
が
、
白
光
を
放
っ
て
東
方
へ
飛
び

去
り
武
蔵
野
国
芝
崎
の
地
に
落
ち
て
埋
葬
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
「
平

将
門
首
塚
」
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皇
居
内
堀
通
り
に
出
て
、
白
山
通

り
へ
右
折
し
て
す
ぐ
に
あ
る
の
が
「
一

ツ
橋
」。
徳
川
吉
宗
が
御
三
卿
の
一
つ

「
一
橋
家
」
を
創
設
し
た
所
。
次
に

「
雉
子
橋
」
へ
。
こ
こ
に
大
隈
重
信
の

雉
子
橋
邸
が
あ
っ
た
由
。
明
治
15
年

創
立
の
「
東
京
専
門
学
校
開
設
広
告
」

に
は
「
東
京
麹
町
区
飯
田
町
１
丁
目

１
番
地
東
京
専
門
学
校
事
務
所
」
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
こ
こ
の

雉
子
橋
邸
で
す
。
九
段
下
へ
向
か
う

右
側
に
千
代
田
区
役
所
が
あ
り
、そ
こ

に
「
大
隈
重
信
候
雉
子
橋
邸
跡
」
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

九
段
下
か
ら
飯
田
橋
駅
に
向
か
う
「
目
白
通
り
」
は
「
飯
田
橋
散

歩
路
（
サ
ン
ポ
ー
ロ
）」
と
言
わ
れ
る
道
で
、
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
が
い
く
つ
も
あ
り
、
鳥
井
幹
事
の
解
説
に
参
加
者
全
員
が
「
へ
ぇ

〜
」
と
驚
き
と
感
心
の
心
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
「
東

京
女
子
医
科
大
学
（
東
京
女
醫
學
校
）
発
祥
の
地
」
が
あ
り
ま
す
。

次
は
「
北
辰
社
牧
場
跡
」
で
す
。
函
館
の
五
稜
郭
の
戦
い
で
負
け
た

　　2017（平成29）年4月25日発行

第36回ゴルフコンペ成績
　　　　　　　　　　　　　グロス　 ハンデ　 ネット
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３　位　潮　銃太郎　　99　　21　　78

古谷和正

吉田 重雄
（48年 政経）
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村上 奉文
（41年 文）



手
会
員
４
名
を
含
め
40
名
を
超
え
る
参
加
者
と
な
り
、
大
盛
況
で
し

た
。
ギ
タ
ー
演
奏
と
ギ
タ
ー
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
し
た
楽
し
い
歌
声
が

心
に
響
き
ま
し
た
。

▼
第
５
回
新
年
懇
親
会
▲

平
成
29
年
１
月
14
日（
土
） 

大
山「
パ
ド
マ
」

地
元
開
催
で
大
盛
況
！

　

第
５
回
目
と
な
る
今
年
の
新
年
懇
親
会

は
、
地
元
大
山
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
勢
52
名
と
大
勢
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
ご
夫
妻
で
の
参
加
も
６
組
で
し
た
。

鷹
觜
会
長
の
新
年
ご
挨
拶
に
続
き
、
下
村

顧
問（
自
民
党
幹
事
長
代
行
）か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
乾
杯
の
後
、
会
食
・
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

　

少
し
時
間
を
お
い
て
、
新
入
会
員
・
ゲ
ス
ト
参
加
の
校
友
・
学
生

を
紹
介
し
、
ご
挨
拶
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
、
早
大
が

正
月
の
箱
根
駅
伝
で
３
位
と
健
闘
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
解
説
を
、

競
走
部
OB
で
学
生
時
代
に
は
箱
根
駅
伝
に
出
場
し
た
松
村
茂
さ
ん

（
昭
48
年
卒
）
か
ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
り
、校
友
５
名
（
昭
48
年
卒
）

で
編
成
す
る
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
「
エ
バ
ー
・
グ
リ
ー
ン
」
の
演
奏
を

楽
し
み
ま
し
た
。
恒
例
の
校
歌
斉
唱
は
、
学
生
で
ゲ
ス
ト
参
加
の
元

応
援
部
副
将
・
木
暮
美
季
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
、
声
高
ら
か
に
歌
い
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。
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理
を
食
べ
ま
し
た
。
鳥
井
幹
事
に
は
、
立
派
な
資
料
作
成
と
十
分
丁

寧
な
説
明
ガ
イ
ド
役
を
し
て
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
健
康
の
た
め
に
歩
き
、歴
史
を
学
び
、校
友
と
親
睦
を
図
る「
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
会
」
に
も
っ
と
多
く
の
会
員
の
参
加
を
求
め
、
今
回

の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

▼
第
４
回
工
場
見
学
会
・
日
銀
本
店
▲

平
成
28
年
９
月
２
日（
金
） 

震
災
後
、往
時
の
雰
囲
気
を
残
し
て
再
建

　

参
加
者
11
名
で
日
本
銀
行
本
店
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
皆
様
は
日
銀
本
店

で
は
銀
行
ら
し
い
業
務
は
行
わ
れ
て
い

な
い
、と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

実
は
、
今
の
日
銀
本
店
に
も
街
の
銀
行

の
よ
う
な
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

設
立
当
初
と
違
い
、
一
般
市
民
が
対
象

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
全
国
の
銀
行
が
お

客
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
国
の
金

融
政
策
決
定
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
銀
本
店
の
各
所
を
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
東
大

震
災
で
地
上
の
構
造
物
が
大
被
害
に
遭
っ
た
の
で
す
が
、
地
下
の
金

庫
シ
ス
テ
ム
（
こ
れ
が
凄
い
構
造
な
の
で
す
）
が
生
き
残
っ
た
の
で

営
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
地
上
の
再
建
に
あ
た
っ

て
旧
本
店
の
雰
囲
気
を
残
す
と
の
方
針
が
決
め
ら
れ
た
の
で
、
現
在

も
往
時
の
辰
野
金
吾
博
士
の
設
計
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
の

事
で
し
た
。
現
代
人
は
な
ん
で
も
新
規
設
計
す
る
の
が
好
き
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
震
災
後
の
建
築
博
士
会
議
が
と
っ
た
方
針
（
考
え
方
）

を
素
晴
ら
し
い
と
思
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

見
学
の
後
、
日
本
銀
行
技
師
に
よ
る
本
店
の
建
築
の
構
造
と
歴
史

に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明
会
（
質
疑
応
答
も
盛
ん
だ
っ
た
）

が
あ
り
、
当
時
の
建
築
技
術
の
背
景
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

付
け
足
し
を
少
々
。
参
加
者
が
も
ら
っ
た
資
料
の
中
に
「
に
ち
ぎ
ん
」

と
い
う
季
刊
誌
が
あ
り
ま
し
た
。
日
銀
の
宣
伝
臭
は
殆
ど
な
く
、
自
由
に

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
編
集
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
面
白
い
の
で
す
。
興
味

あ
る
方
は
以
下
を
開
け
ば
既
刊
号
全
文
がP

D
F

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。　

http://w
w
w
.boj.or.jp/announcem

ents/koho_nichigin/index.htm
/

▼
第
５
回
納
涼
会
▲

平
成
28
年
８
月
27
日（
土
） 

大
山「
パ
ド
マ
」

地
元
開
催
、ギ
タ
ー
演
奏
で

大
盛
況
！

　

み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
恒
例
の
納
涼

会
を
、
地
元
大
山
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
。
若

最
後
に
、
校
友
会
旗
を
前
に
全
員
で
記
念
撮
影
、
今
回
も
萩
野
副
会

長
か
ら
の
お
土
産
の
差
し
入
れ
を
参
加
者
の
皆
様
に
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。
萩
野
副
会
長
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

記
・
藤
田　

治

▼
平
成
28
年
度
・
囲
碁
の
会
▲

　

 

高
段
者
の
指
導
で
上
達
を
実
感

　

今
年
度
の
「
囲
碁
の
会
」
は
、
会
場
を
板

橋
稲
門
サ
ロ
ン
の
別
室
に
て
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
６
月
・
８
月
・
11
月
は
休
会
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
都
合
９
回
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
フ
ル
メ
ン
バ
ー
で
以
下
８
名
で

す
が
、
全
員
が
揃
う
こ
と
は
難
し
く
２
〜
５

名
が
参
加
し
て
の
対
局
で
し
た
。
し
か
し
、

高
段
者
の
市
川
健
さ
ん
や
山
本
康
夫
さ
ん
か

ら
適
時
ご
指
導
を
い
た
だ
く
な
ど
対
局
内

容
は
充
実
し
て
お
り
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

上
達
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
も
更
な
る
上
達
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。   

記
・
藤
田　

治

水野 光春
（45年 理工）

板橋稲門会
2017年度イベント予定

今年度も笑顔の交流を活発に行います。
お仲間、ご家族、お誘い合わせてお楽しみ
ください！

板橋稲門の集い （総会・懇親会）  ５月24日（水）
ゴルフコンペ  ４月６日（木）、10月19日（木）
食べ歩きの会  ７月頃、2018年２月
会員懇親会  
　納涼会：８月26日（土）
　新年会：2018年１月20日（土）
ウォーキングの会 
　11月頃、2018年３月31日（土）
　  ：石神井川お花見

稲門祭・ホームカミングデイ 10月15日（日）
スポーツ観戦  野球：早慶戦10月28日（土）
　　　　　　  ラグビー：早明戦12月３日（日） 
地元工場見学会  ９月頃
国内旅行  ６月９日（金）～11日（日）
　　　　　　  ：秋田県黒湯温泉

海外旅行  11月頃（東南アジア）
囲碁の会  原則毎月開催
音樂鑑賞会  2018年２月12日（月・祝）
　　　　　　　　：稲吹会ウインターコンサート

東京都23区支部大会  2018年３月18日（日）
板橋稲門サロン  毎月第3土曜日午後
　　　　　　　　　（大山・サンアルク）

※日程は変更になる場合があります。ご案内は、メールアド
レス登録者には全イベント、郵送希望者には希望イベント
をお知らせします。ホームページ、Facebookには案内・
報告を掲載しますので、折にふれてご覧ください。

ホームページ　http://www.i-toumonkai.jp/
フェイスブック　http://www.facebook.com/ita.toumon
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【囲碁の会 参加メンバー】
　　　　　　　　　　　※(  )内は卒年

山内豊春（22年）、渡辺  寛（35年）、
鷹觜慎吾（37年）、藤田  治（44年）、
山本康夫（46年）、斉藤友一（50年）、
市川  建（53年）、中妻穣太（H8年）



稲門祭・ホームカミングデイ
平成26年10月19日（日） 
早稲田大学キャンパスほか

校友会最大のイベント、
大盛況!
　「稲門祭」は校友による校友のため
の最大の祭典で、卒業年に関係なくどなたでも参加できるイベントで
す。著名校友による企画や、稲門音楽祭、模擬店など、楽しい企画が
盛りだくさん。毎年早稲田大学が主催する「ホームカミングデー」と
同日に開催しています。フィナーレは大講堂前で校歌の大合唱です。
　また、稲門祭のためにデザインされた期間・数量限定の記念品も大
好評 !この売り上げを含む稲門祭の収益は、全額が「稲門祭奨学金」
となり、在学生を経済的に支援します。
　板橋稲門会も運営に協力しています。今年は10月15日（日）、ぜひご
参加を ! 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  記・編集部

東京都23区支部大会
平成29年３月５日（日） 
リーガロイヤルホテル東京

早稲田魂いっぱいの
講演と懇親を満喫
　2016年度23区支部大会に出席して来ました。今年の支部長区は足
立区です。第一部は大隈講堂で「講演会」が開催されました。講師は
早稲田大学ラグビー部の山下大悟監督です。人気のラグビー部監督の
講演会ということで、当初予定していた小講堂では収容できず、急きょ
大講堂での開催となったとのことです。最近の大学ラグビーではなか
なか勝てない状況の中で、どのように取り組まれているかについて熱
く語られていました。また帝京や東海との差についても興味深く聞く
ことができました。2018年には創部100周年を迎えるそうです。これ
からの早稲田大学ラグビー部の活躍が期待できる講演会でした。
　第二部はリーガロイヤルホテル東京での「懇親会」です。華やかな
中で盛大に開催されました。アトラクションは、早稲田大学応援部
OB・OGによる応援演技です。一連の応援歌が披露されました。最後
はもちろん「早稲田の栄光」を皆さんで肩を組んで歌いました。あっ
という間の２時間でした。
　300人以上が集まった支部大会です。校友会においても大勢力となっ
ているそうなので、これからも益々、早稲田大学を盛り上げていかな
ければいけないと心を新たにしました。記・山上 郁雄 (59年 理工 )

▼
海
外
旅
行
・
ベ
ト
ナ
ム
旅
行
▲

平
成
28
年
11
月
24
日（
木
）〜
28
日（
月
） 

ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
・
ハ
ロ
ン
湾
へ
旅
行

現
地
稲
門
会
と
の
懇
親
、

絶
景
を
満
喫

〈
参
加
者
〉
朝
倉
久
男
、
安
藤
真
理
子
、
飯
田
金
廣
、
飯
田
全
子
、
石
原
和
子
、

潮
銃
太
郎
、北
島
寿
一
、斉
藤
友
一
、斉
藤
孝
子
、高
河
原
邦
彦
、鷹
觜
慎
吾
、

藤
田
治
、
吉
田
重
雄
、
吉
田
恵
子
（
五
十
音
順
）
14
名

　

前
夜
か
ら
54
年
振
り
の
積
雪
が
予
想
さ
れ
、
気
を
揉
ん
だ
も
の
の

予
定
通
り
出
発
。
初
日
は
、
ベ
ト
ナ
ム
稲
門
会
の
方
々
と
交
歓
、
先

方
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
美
味
し
い
ベ
ト
ナ
ム
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち

約
２
時
間
、
最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
社
会

の
第
一
線
を
ほ
ぼ
退
い
た
高
齢
者
一
行
の
た
め
に
、
仕
事
で
忙
し
い

現
役
の
方
々
が
10
名
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、
改
め
て
ベ
ト
ナ
ム
稲
門

会
の
皆
様
に
感
謝
し
た
い
。

　

ハ
ノ
イ
市
内
で
は
、
一
柱
寺
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
家
、
文
廟
、
タ
ン

ロ
ン
城
等
を
見
学
、
最
後
の
日
に
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体
験
。
ホ
ー

チ
ミ
ン
廟
で
は
、
そ
の
壮
大
さ
に
、
ベ
ト
ナ
ム
独
立
・
南
北
統
一
の

指
導
者
と
し
て
の
存
在
の
大
き
さ
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
市
内

で
は
、
少
な
い
信
号
、
消
え
か
か
っ
た
横
断
歩
道
、
車
の
排
気
ガ
ス

を
も
の
と
も
せ
ず
、
凄
ま
じ
い
数
の
バ
イ
ク
・
ス
ク
ー
タ
ー
（
子
連

れ
女
性
の
３
、４
人
乗
り
も
あ
り
）・
車
が
行
き
交
い
、
伸
び
つ
つ
あ

る
国
の
若
い
息
吹
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ン
湾
ク
ル
ー
ズ
で
は
、
観
光
地
・
途
上
国
で
は
時
折
見
か
け

る
巧
妙
な
売
付
け
（
船
賃
に
入
っ
て
い
る
の
か
と
勘
違
い
さ
せ
ら
れ

る
、
飲
み
物
の
さ
り
げ
な
い
押
付
け
）
や
熱
心
な
土
産
物
の
売
り
込

み
に
、
遇
い
ま
し
た
が
、
久
し
振
り
の
快
晴
の
下
、
次
々
と
現
れ
る

奇
岩
の
絶
景
に
満
足
し
ま
し
た
。
ま
た
観
覧
車
や
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
が

設
置
さ
れ
、
海
外
か
ら
の
多
数
の
観
光
客
の
来
訪
を
期
待
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
ベ
ト
ナ
ム
通
貨
の
ゼ
ロ
の
数
の
多
さ
（
一
万
円
が
約

二
百
万
ド
ン
）
に
辟
易
、
大
型
バ
ス
を
、
セ
ン
チ
単
位
で
幅
寄
せ
す

る
運
転
手
の
器
用
さ
に
感
心
、
ベ
ト
ナ
ム
風
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
美
し

さ
・
美
味
さ
に
驚
嘆
、
日

本
語
ガ
イ
ド
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
今
一
つ
難

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

旅
を
通
じ
て
、
参
加
会
員

間
の
絆
が
深
ま
っ
た
感
あ

り
、
来
年
３
回
目
の
旅
行

で
は
、
会
員
内
外
含
め
、

参
加
者
が
さ
ら
に
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

▼
第
15
回
食
べ
歩
き
の
会
▲

平
成
28
年
７
月
９
日（
土
） 

山
海
料
理
と
地
酒「
飯
綱
」

あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
、快
食
！

　

志
村
坂
上
の
「
飯
綱
」
に
て
開
催
。

料
理
も
酒
も
う
ま
い
し
、
話
し
は
楽

し
い
し
、
笑
い
の
絶
え
な
い
２
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
担
当
の

菅
原
さ
ん
が
、
い
つ
も
企
画
・
手
配
・

お
世
話
く
だ
さ
る
お
陰
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
第
16
回
食
べ
歩
き
の
会
▲

平
成
29
年
２
月
26
日（
日
） 

海
鮮
お
食
事
処「
成
光
苑
」

美
味
満
腹
＆
熱
唱
三
昧

　

会
場
は
舞
台
付
き
の
広
い
宴
会
場
、
タ
ラ
バ
ガ

ニ
、
大
き
な
海
老
、
フ
グ
の
天
ぷ
ら
、
刺
身
、 

海

鮮
鍋
、
茶
わ
ん
蒸
し
等
、
沢
山
の
料
理
を
目
の
前

に
、
新
入
会
員
の
自
己
紹
介
、
そ
し
て
会
員
各
自

の
挨
拶
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
へ
と
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

締
め
は
、
応
援
部
OB
・
清
水
さ
ん
の
リ
ー
ド
に

よ
り
、
揃
っ
て
早
稲
田
大
学
校
歌
を
斉
唱
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
24
名
（
女
性
７
名
）。

▼
ラ
グ
ビ
ー
早
明
戦
観
戦
▲

平
成
28
年
12
月
４
日（
日
） 

秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場

　

毎
年
恒
例
の
ラ
グ
ビ
ー
早
明
戦
の
応
援
に
出
か
け
た
。
天
候
に
恵

ま
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
日
和
で
あ
る
。
今
年
は
山
下
大
吾
新
監
督
に

な
り
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
一
新
さ
れ
期
待
が
高
ま
る
。

　

試
合
は
、
ま
ず
明
治
に
ト
ラ
イ
を
許
し
て
し
ま
っ
た
が
そ
の
後
追

い
付
く
こ
と
が
で
き
、
前
半
は
10
対
10
の
同
点
で
終
了
し
た
。
後
半

も
点
を
取
ら
れ
て
は
取
り
返
す
一
進
一
退
の
展
開
で
あ
っ
た
。
圧
巻

だ
っ
た
の
は
、
後
半
34
分
、
早
稲
田
が
明
治
か
ら
ス
ク
ラ
ム
で
認
定

ト
ラ
イ
を
奪
っ
た
の
だ
。
今
ま
で
は
バ
ッ
ク
ス
の
早
稲
田
、フ
ォ
ワ
ー

ド
の
明
治
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
今
年
は
違
っ
た
。
試
合
終
了
間
際

は
明
治
に
ボ
ー
ル
を
奪
わ
れ
、
気
迫
の
こ
も
っ
た

展
開
が
続
く
。
最
後
は
明
治
の
反
則
で
ノ
ー
サ
イ

ド
。
24
対
22
で
接
戦
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

両
校
と
も
一
歩
も
譲
ら
ず
、
さ
す
が
早
明
戦
と

い
う
試
合
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
り
が

と
う
！
早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
!!
２
０
１
８
年

は
創
部
１
０
０
周
年
と
の
こ
と
、
ぜ
ひ
、
優
勝
に

向
け
て
来
シ
ー
ズ
ン
は
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

　28年度は、創立30周年記念祝賀会が最大の行事、ご苦労く
ださった先輩方への敬意と感謝を表します。これからも会員の
皆さまに喜んでいただけるよう頑張っていきますので、ご支援、
ご協力をお願いいたします。　　  板橋稲門会 役員・事務局一同

編
集
後
記
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